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saccade に dysmetria が生じることから，小脳には saccade の振幅を調整する役割があると推察されて






誘発された saccade の性質を調べることにより， saccade に対して小脳の果たす役割について検討を加
えた。
〔方法〕










1 .微小電流の刺激により saccade が誘発された領域は，小脳虫部の小葉VI の後部および小葉Vn に
限局していることが見い出された。この部位は saccade に関係した神経活動が記録された部位とよく一
致しており，この狭い領域が小脳虫部の眼球運動領野だと考えられた。























小脳が saccade をどのように control しているかを考える上で，極めて重要な手がかりとなるもので，学
-276-
位に値する。
